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高田平野及びその周辺地域におけるハンノキ湿地林の立地と種組成
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新潟県生態研究会

Habltats　and　florist玉。　composition　of　the　alder　swamp　forest　in　the　Takada　plam　and　its

▽ic重ni毛y，　cen匙ral　Japan．　Yoshio　Maruya醗a，　Hiroshl　Matsui，　and　Ken撃ichi　Senuma（The　Niigata

prefectural　ecological　society了　Higashishirocho　l－16－4，　Jyoetsu，　Niigata　943－0836　），　Papelgs

ill　Comrnemoration　of　PruL　Dr．　Sh隻getoshi　Okuda星s　Retirement：Studies　on　the　Vegetatlon　of

Alluv重al　Plains，　9－16，　2001．

　　1籍　the　Takada　plain　a自d　its　vicmity　located　1n　the　southwestem　part　of　Niigata

prefecture，　there　exist　comparatlvely　many　swamp£orests　composed　of　Japanese　alder（ノ抜τ磁s

ノα／）αzガ。α）iR　spite（）fヒhe　scarceness　of　stlch　forests　on　the　central　Honshu　lsland．　A　survey

of　the　hab呈ta重s　and　florlstic　cornpositlo漁　of　the　swamp　forest　was　carried　out　using　the

Braun－Blanquα　　apProach　because　the　vegetation　that　occurs　呈n　this　area　has　beel／

insufficlently　sttヒdied．　The　results　sl｝owed　iエour　planヒcommunitles　corresponding　to　the

differe装ce　of　floristlc　composltion　and　detailed　topography．　The　1）んαZαrごsαrω雇説αcθα一遼Zπ乙乙5

ノαρo冠。αcommunity，　0αrεκ読spα♂碗α一、4伽ωsノαρo痂。αcommunlty，　and》‘伽rπμη35副うoZ4どこ

var．　oうouαめbZ砒ηレA腕μsノα1）oηご。αcommunity，　dis£ributed　in　low　elevatlons　to　below　互40

meters　above　sea　level　m　the　Takada　p豆a重n，　occur　on　di董uvial　upland　or　a昼uvial　plains　sucl／

as　sand　dしlnes，　natural　levees，　former　river　courses，　alld圭agoons．　As　de亡errnined　by　noristic

compositbn，　these　plant　communities　belong　to　the　Ligustro　obtusifolium－Alnion　laponicae

alliance，　whereas　Alno－Fraxinetum　mandshurlcae　is　distributed　ln　high　elevatio1ユs　from　700

to　900　rneters　above　sea　leveI，　occurs　on　gentle　sbpes　of　mountain　flanks　or　wetlands　in

the　Myoko　and　Madarao　Volcanos，　and　belongs　to　the　Caricl－Alnion　alliance．

Key　words：Braun－Blallquet　approach，　Japanese　alder，　Myoko　and　Madarao　VoIcano，　Swamp

forest，　Talくada　plain．

は　じ　め　に

　ハンノキノ1〃zωsノαpo読。α（Thunb．）Steudは，わが国

では北海道から沖縄まで広く分布し，ヤブツバキクラス

域からブナクラス域までの沖積平野の湖沼辺縁や河川の

後背湿地，山地の開析谷の谷底面などに湿地林として発

達する，これらの生育立地の多くは，古くから水田とし

て開墾されてきたため，現存するハンノキ林は小規模な

ものが多い．そして，かつてのハンノキ林の立地は，現

在，水田やヨシ，ガマ，スゲ類などからなる湿地草本植

物群落等に置き換えられている（鈴木1975，大野

1990），一方，近年，減反政策により水田耕作が中止さ

れた水田，いわゆる放棄水田の内，由問地の谷底平野な

どに位置し，しぼしぼ冠水する放棄水田にハンノキの若

令林が再生している．

　新潟県内においても，現在，水田となっている沖積平

野及びその周辺に古くはハンノキ林が広く分布していた

が，その立地の多くは姿を消している．しかし，新潟県

南西部の高田平野及びその周辺地域においては，現在も

沖積平野の池沼周辺，河川の後背湿地や旧河道，第四紀

火山地域などに小林分ながら比較的多くのハンノキ林が

残存している．

　これらのハンノキ林の植物社会学的研究については，

これまでに数多くの報告が行なわれているが，それらの

群落体系は統一されていない．本地域周辺の本州中・北

部におけるハンノキ林だけでも，浅野他（1969），羽田

他（1970），南川他（ig74），宮脇・藤原・望月（1977），

奥田（1978），佐々木（1978），中山（1979），大野

（1985a，　b）により13の群集が記載されている．しかし，

それらの群集は比較的狭い地域での比較により記載され

たものが多く，群集及び群団単位の取り扱いは研究者に

よりかなり相違していたが，大野（2000）により：再検討

が行われ，新しい群落体系が提案されている．

　新潟県内のハンノキ林の植物社会学的研究について

も，これまでに新潟県上越生態研究会（1972），上越生

態研究会（1973），相沢他（1976，1981），奥田他

（1978）などがあるが，これらの報告はいずれも調査区

数が少なく，十分な比較検討がされていない．

　本研究では，環本でも有数の豪雪地域である高田平野
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及びその周辺地域に分布するハンノキ林について植物社

会学的な立場から調査を行ない，その種組成の特徴及び

群落の立地と地形との関係についてまとめたので報告す

る．

　本研究をまとめるに当たり，本会の発足から長年にわ

たり懇切なご指導をいただいている横浜国立大学環境科

学研究センター奥田重俊教授，貴重なご助言と本稿の御

校閲をいただいた大野啓一助教授，並びに高等植物の同

定についてご指導をいただいた新潟大学理学部石沢進教

授に心から感謝の意を表します．

　なお，本研究の現地調査は，執筆者のほか新潟県生態

研究会の池田翻弘，古沢和子，加藤嶽一，高沢盛一，高

橋昭夫，牛木博によって行なわれた．

調査地域の概要とハンノキ湿地林の分布

　本研究の調査地域は，新潟県の南西部，上越地方の中

央部に位置する沖積低地である高田平野から，その南部，

長野県境の第四紀火山地域である妙高山及び斑尾山周辺

までの地域である（Fig．1，　Tab．1）．

　高田平野は，長野県境の関田山地と西側の西頸城山地

の間を流れる関川及びその支流などの堆積作用により形

成された沖積平野である，関川は妙高山，地蔵山付近を
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Fig。　L　Map　of　the　Jyoetsu　distrlct，　Migata

　　　Prefecture，　Showing　investigated　lOCations

　　　of　the　alder　swamp　forest．　Location

　　　numbers　are　the　same　as　in　Table　l．

Table　1．　Investigated　stands　of　the　alder　swamp　forest．
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Numbers　of　c。mmunity　types　are　shown　in　Tabヨe　2

源流として日本海に注ぐ河川である，西・東側で多くの

支流を合流するが，本流は西側に片よって流下するため，

西側の支流は矢代川を除いて東側に比較すると小河川が

多い．東側は関田山地から流れ出す飯田川，保倉川など

の支流が扇状地を形成して関川の河口で合流する．

　高田平野及びその周辺地域のハンノキ林は，関川の上

流部と中・下流部及び平野北部地域では組成を著しく異

にする．

　関川の上流部における河川敷の氾濫原や湿地周辺では

やチダモ，サワグルミ，ハルニレ，シロヤナギなど渓谷

林に多い高木が混生する．

　関川の中・下流では，高木層はいずれの林分でもハン

ノキが優号し，地下水位が低く乾燥気味の林分にはオニ

グルミ，ナラガシワ，クヌギ等の混生していることもあ

るが，高木層は比較的単純なことが多い．また，ハンノ

キ林の規模とその分布は，関川の左岸と右岸地域で著し

く様相を異にする．

　関川の左岸地区では，関川が西部山地に近く流下する

ために平野部が狭く，湿地等も少なく，ハンノキ林は流

入する各支流の屈曲点などにできた氾濫原や山地から平

野に流出した地域に形成された狭い低湿地に分布し，そ

の林分の規模も綾小である，

　右岸地域では，規模の大きなハンノキ林は関川が高田

平野に流入する平野南部の新井市以北の地域で現れてく

る．近年施行された河川工事により，流路の直線化が進

められた際に氾濫原及び後背湿地のハンノキ林は金て伐

採されている。現在では旧河道，流路に沿った自然堤防

や後背湿地に伐採を免れて残された樹齢の進んだハンノ

キ林が帯状，又は団塊状に残存する．特に戸野目川及び

保倉川などでは河川改修が遅れていたため，しばしば氾

濫する小河川の河辺，河川の蛇行により取り残された旧

河道や自然堤防（Fig．2），後背湿地の各所にlha以上の

比較的規模の大きなハンノキ林が発達している．

　また，高田平野北東部，日本海沿岸の上越市西ケ窪浜

から柿崎町直海浜に至る間の海岸砂丘で，滞水層が地表
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Fig．2．　An　alder　swamp　forest　on　natural　levee

に近い部分に成立した湿地にハンノキの小林分が見られ

る．さらに，この後背地で沖積層との接点には蜘ケ池，

天ケ池，鵜ノ池，朝日池及び長峯池などの潟湖が発達し，

この湖岸湿地に帯状にハンノキ林が分布する．

　高田平野では放棄水田などに，ハンノキの幼樹の密生

したハンノキ林初期段階の光景を見ることが少なくな

い．ハンノキ自然林は，高田平野の原植生の一つと考え

られる．

調　　査　　方　　法

　現地調査は玉989年6月から2000年10月の間に行

なった．植生調査はBraun－Blanquet（1964）の全推定

法により，高田平野で玉3地点，妙高山及び斑尾山周辺に

おいて3地点で行ない（Tab．1），合計20個の植生調査

資料を得た．調査資料は素表にまとめ，表操作法によっ

て群集表を作成した．さらに既発表のハンノキ林の植生

資料との比較検討によって群落単位を決定した．

　調査地の地形については，鈴木（1979，1980）によ

る地形分類図，新潟県地質図改定委員会編（2000）及び

早津（1972）による地質図を参考に，現地調査に基づく

観察結果から小地形単位の地形区分を行った，

ll

　本研究で使用した高等植物の学名は主に環境庁

G987），高等植物の分布については佐竹他編
（1981－1989）を参考とした．

調査結果と考察
1．種組成の特徴と群落区分

　調査の対象とした高田平野及びその周辺地域における

ハンノキ林の植生調査資料を解析し，以下のように1群

集及び3群落に区分した（Tab．2）．

　1）クサヨシーハンノキ群落

　PんαZαrlsαrμ1τ漉παcθα一・4Z1堀sノαpolzlcαCOmmしmity

区分種：クサヨシ

　海岸砂丘の大きな弓状地に発達し，林床にクサヨシが

優占する型のハンノキ林である．砂丘の微高地にはクロ

マツ林が広く分布しているが，地下水の浸出で林床の大

半が闘季を通じて2～5cm内外に湛水した過湿地には，

所々にハンノキ林が分布する．

　このようなハンノキ林は，イボタノキーハンノキ群団

Ligustro　obtusifolium－Alrlion　japonicae　Sasak11978

に所属すると考えられる特別な識別種群をもたない群落

として，クサヨシーハンノキ群落にまとめられた．この

群落はヨシ湿原からハンノキ高木林への遷移途上の若州

林で，その立地は関東地方では河川中～下流域の後背湿

地や谷地，北陸地方では海岸砂丘の後背湿地などの過湿

地であるが（大野1985a，　ig86），本地域の群落は北陸

地方の立地と類似している．

　本地域のクサヨシーハンノキ群落の高木層には樹高約

15mのハンノキが三冠を優占するほか，亜高木層・低木

層にはトネリコ，ハンノキ，ヤマグワなどの落葉広葉樹

が混生する．草本層にはクサヨシが被度4で密生して約

90％の高い植被率を示すほかはミゾシダ，シロバナカモ

メヅル，セリなどの湿地性草本類が疎生する．出現種数

は少なく17種にすぎない．

　本地域のハンノキ林の種組成については，トネリコ，

オオニワトコ，ケナシヤブデマリ，ミヤマイボタ，エゾ

ノクロウメモドキなど日本海側多雪地域に特有な落葉広

葉樹の混生が特徴としてあげられる．従来，新潟県内の

沖積低地及びその周辺地域においてトネリコなどが混生

するハンノキ林については，トネリコーハンノキ群落と

してまとめられていたが（新潟県上越生態研究会1972，

相沢他ig76），今回の調査によりクサヨシーハンノキ群

落のほか以下に記載する2群落に区分された．

　2）カサスゲーハンノキ群落

　0αrα厩spα♂αむα論疏μsブαpo鵡。αcommunity

区分種：カサスゲ，ヨシ
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　カサスゲーハンノキ群落は，地下水位が高く林床の

所々が常に停滞水によって湛水した湿生地に発達したハ

ンノキ林である．これらの立地には所々に深い泥土層が

あり，春季や豪雨などの増水時には林床全体が湛水する，

また，水面との高低差が少ない湖岸の深い泥地は頻繁に

撹乱，冠水を受ける．

　この群落は，立地的には関東地方に分布し，丘陵地や

台地などの谷頭の谷地や池沼周辺で四季を通じて湛水状

態の過湿地に発達するオニスゲーハンノキ群集Caricl

dicl〈insi三一Alnetum　laponicae　（奥田1978），又は中部

地方の日本海沿岸低地の低湿地や扇状地末端湧水地縁に

発達するッリフネソウーハンノキ群集Impat1entl－

Alnetum　laponlcae（大野1985a）に対応するものであ

る．本地域においてはオニスゲに対応する大形スゲ類な

どの標徴種が欠嬉しており，群集の所属が明確ではない

ため，カサスゲーハンノキ群落：としてまとめた．

　カサスゲーハンノキ群落の高木層は植生高8～20m

で，若令林から最大胸高直径が25～33cmに達する大町

木のハンノキが優物する高木林まで変化に富む林相を示

す．亜高木層は一般に貧弱でトネリコ，ミズキなど耐湿

性のある木本類が散生した林分が多い．低木層にはハン

ノキ，トネリコのほかケナシヤブデマリ，ハイイヌツゲ

などの落葉灌木が生育する．葉本四はカサスゲ及びヨシ

が密生するほか，ミゾソバ，コバギボウシなど湿地性の

草本で占められている．出現種数も15～40種で変化に富

む．

　この群落は，さらにハイイヌツゲ，カンボクなど湿性

地低木林の構成種やハリガネワラビ，サトメシダで識別

されるハイイヌツゲ下位単位と，特別な識別種をもたな

い典型下位単位に区分される．ハイイヌツゲ下位単位は，

主に湖沼周縁の過湿地に発達するものである．また，典

型下位単位は河川沿いの後背湿地の二次的な小林分で，

立地の撹乱が著しく種組成は比較的単純である，

　3）マルバゴマギーハンノキ群落

　yガ伽r1郡襯Sどeδ0♂磁var．　0わ0蹴シb磁！η一！1伽S

ゾαpo1τ‘cαcOlnmunity

区分種：マルバゴマギ，ダキバヒメアザミ，オ昌昌チツ

　　　　ボスミレ

　小河川の自然堤防や旧河道で，地下水位が低く，やや

乾燥気味の立地に発達するハンノキ林である，立地は平

坦又は大きな凹地になっており，小さな起伏があるため

通常は適湿であるが洪水時や多量の降雨時には凹地が部

分的に湛水する．しかし，これらの立地は近年の河川改

修や排水路の築造により乾燥化が急激に進行している．

　この群落は，立地的には関東地方において下流域の三

川に沿った高水敷で，地下水位が低く，土壌は富栄養状

態の立地に発達するゴマギーハンノキ群集Vibumo

sieboldil－Alnetum　japonicae（奥田1978）に舛応ずる

ハンノキ林である．本地域においてはゴマギが本州北部

及び日本海側に分布する変種のマルバゴマギに置き代る

ほか，ダキバヒメアザミなどの主に本州北部日本海側で，

限られた地域の湿地林や渓谷林に分布する固有の識別種

を持つ．同種のハンノキ林は新潟平野にも認められるた

め，新潟県周辺の日本海沿岸の沖積低地に特有なハンノ

キ林と考えられる．今後，新潟平野周辺地域を含めた本

州中部地域のハンノキ林との種組成の比較検討が必要で

ある．

　マルバゴマギーハンノキ群落は，ハンノキが樹高16～

20m，胸高直径は最大35～50cmに達し，0．5～5haの

比較的規模の大きなハンノキ林を形成する．高木層及び

低木層にはハンノキ，トネリコのほか，キタコブシ，オ

ニグルミ，ヤマウコギ，シロダモなどの常緑広葉樹林や

落葉二次林構成種が多い．また，草本層にはダキバヒメ

アザミのほかオオウバユリ，ホウチャクソウ，リョウメ

ンシダなど渓谷の陰湿地環境に生育する草本植物が多

い．河川による立地の概乱が少ないため，出現種数は本

地域における他の群落に比して多く，30～44種である．

　マルバゴマギーハンノキ群落をはじめクサヨシーハン

ノキ群落及びカサスゲーハンノキ群落の上級単位につい

ては，クサヨシ，ヘクソカズラ，アマチャヅル及びセリ

を標徴種及び区分種としてイボタノキーハンノキ群団に

所属するものと考えられる，

　4）ハンノキーヤチダモ群集

　Alno－Fraxinetum　Inandshuricae　Haneda　et　al．1970

標野種及び区分種：ヤチダモ，ミズバショウ，オニシモ

　　　　ツケ，タチアザミ，アケボノソウ，オタカラコ

　　　　ウ，タニヘゴ

　第四紀妙高火山及び斑尾火山地域の700～900mの高

海抜地で，地下水位が常に地表面付近にある過湿地に発

達するハンノキ林である．

　このハンノキ林では，低海抜地のハンノキ林に生育す

るトネリコは本州中・北部のブナクラス域上部に発達す

る渓谷林などに生育するヤチダモ，ダキバヒメアザミは

高海抜地の湿原に生育するタチアザミに置き代る．本地

域に隣接した長野県の高海抜地ではやチアザミーハンノ

キ群集，ハンノキーヤチダモ群集，クロツバラーハンノ

キ群集東北地方ではタチアザミーハンノキ群集等が記

載されているが（浅野他1969，羽田野ig70，大野

1985b，宮脇・藤原・望月1977），この型のハンノキ林

は，それらとの比較検討の結果，ハンノキーヤチダモ群

集にまとめられた．

　ハンノキーヤチダモ群集は植生高が15mの高木林を
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Table 2. Association table of the Japanese alder forests,
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Table 2 (continued)

Colurnnnvmber l 2 3 4 5 6 7 8 9 le H 12 13 14 15 I6 17 l8 i9 20

Parihenocissus tricuspidata

Houttuyniacordata
Cornuscontroversa

Euonymus alatus f. ciiiato-dentatus

Prunus gfayana

Smilaxripariavar, vssuriensis

Ligustrum tschonoskii

tmpatienstextori

Poiygonatummacranthum
Oplismenusunduiatifoliusvar. japonicus

Equisetumarvense
Cynanchvmsubianceotatumvar. macranthum
Magnoliapraeeocissimavar. boreaJis

Ophiopogoniaponicus
Akebiopentaphytta
Dioscorea tokoro
Akebia trifotiata

Geumiaponicum
Euonymwssiebddianvs
Optismenusundutatifotius

Bidens frondosa

Maius toringe

ltexnipponica
Pileopumila

Lycopwsuniftorus

tonicercrjaponica

Commetinacommunis
Celastrwsorbiculatus

Thetypterispatustris

Acermonovar. mayrii
Carexaphanotepis
Arisaemo peninsutae
Polvstichumretroso-paieaceum
Quercusaliena

Corydatisincisa

Acerpaimatumvaf, maturnurae
Poiystichum tripteron

Osmundajaponica
Atangiumptatanifoiiumvar. tnlobvm
Styraxiaponicus

Aratiaetota

Goodyera fotiesa var. maximowicziana
Carexthunbergii
Pafabenzoin praecox
Prenanthestanakae
Gfechornahederaceovar, grandis
Quercusacutissima
Soso senanensis
Reyneutriajaponicavar, uzensis

Miscanthussinensis

Weigetahortensis

Sosapaimata

Angelicadecursiva
Euryaiaponica
Scirpvsiuncoides

Gaiiumparadoxum
Ardisiajaponica
Athyriumvidatii
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Other companions: ¢olumn no. 2rDryopteris erythrosera 4' :YS' H-+･2, no, 3:Matiotvs japonicus 7bpth' )7 H-+, no, 4:lris pseudacorus i)l"7' H-+. Ranvnculus cantoniensis itV41k' eY H-+. no. 5:

Saururus chinensisiW' )]t H-+･2, no. 6tTriadenum japonicum :-X'tFi' `) H-i･2. Frangula crenata IVIi T2-}･l. Juncus effusus var. de¢ipienstH-+･2. ne. 7:Humuiusjoponicus h±hb'7H-l･2. Rhus

ambigua Vet") H-i･2, Persicaria siebotdii 7W)k' VhR H-+･2, Petasitesiaponicus 7i H-+･2. no. 8:CiFcoea moUis l-X VYVe H-l･2, Berchemia racemosa O??rt' S-l･2, Lysimachia dethroides 2hFiA H-l･2,

LysimachiafortvneijVtsil"H-1･2. Rubuspaimatusvar. coptophylius{S)'(fi H-1･2. Potystichumtongifrons?Irmb{Yi' H-+･2, Athvriurnniponicum(]VSt' H-+, no. 9:Daphniphyitummacropodumvar,

humile IV'IX bJIXS-i-2. Etatostema umbelSaturn var, majus 97iV Q-VO H-+･2, Linderaumbetiata ssp. membranaceaXAA' OfiI)' S-+. Wisteria fioribunda7)' H-+. Symplocoschinensisvar. Ieucocarpaf,

pitosati7]Si' S-+, no, IO:Carexischnostachya)'iX'Xtr' H-}･2, Festucaparviglumatsrk')h'iH-+･2, Galiumspuriumvar. echinospermon?Zll"'7H-+･2. Lycopustucidvs)M4H-+. PoasphondySodes{f

)' Vt;' H-+, Euphorbia adenochlora 1"n) H-+, Artemisia indica!i¥ H-+, Ranuncufusiaponicus eY/7Yh'SH-+, no. 1l:Laportea bufbifera Ahl'IiOV ki-l･2. Quercus serrata ]tiS-+. no, t2:Smitax

nipponicaVf)ti' H-+, no. I4:Acermonovar. glabrumZV'(eVT2-+･2. S-+･2, Circaeaerubescens":Sf' H-+, no, 15:Daphnekamtschaticassp. Jeioensist:7X H-+･2, CarexftabefSata?V7VJXtr' H-

+･2, no, l6:Carexbrevicutmis]tXtr' H-+･2, Disporumsrniiacinumfl'l:JH-+･2. HoveniadulcistrY"'t)Tl-+･2, Poiygonatumtasianthum:.VVtn]1'JH-+, CryptomeriajaponicaXI' r2-+, Carexstenostachys

var, ikegamiana ])YSYtYY'Xti H-+, no. 17:Prunusiamasakvra ?"V' ViTl-i･2. Steilaria diversiflora ij7A]A' H-+･2. Lapsanahumilis W'St'i]H-+, Cterodendrum trichotomuniVifi' H-+. no. J8;Parnassia

foiiosa var. iaponicaaa)itV' 'Jb H-2･2, Menyanthes tfifoiiata :Vh')V H-l･2, Scirpus triangufatvs h)h' V( H-+. no. I9:Fitipenduta avricuiata ])Y )iVeV" H-l･2. Astitbemicrophylia fV'VV)H-l･2, Senecio

pierotii ijVX7' NY H-+･2, Saiixiessoensis )llVti' rl-+･2, Cirsivmnipponicum ty7'7tt' l- N-+･2. no. 20:Angelica genuflexattJV tVi2" H-2･2, Hydrangeapaniculata IVeVS S-1･l, HetoniopsisorientalisY]t)'

aOJ"h?H-+･2, impatiensnoii-tangere IV`174 H-+･2, Gaiium triflorifofmevar. nipponicum OnYM'iH-+･2, Pterocarya rhoifoiia ti7V'n:- T2-+

AIIiancenvmber: I, Ligustroobtusifo[ium-Alnioniaponicae, Il.Carici-Alnion

Communltynumber:1. Phafarisarundinacea-Ainusiaponicacommunity, 2. Carexdispaiata-Alnusiaponicacommvnity, 3, Viburnumsieboldiivar. obovatifolium-Atnusiaponicacommunity,

 #, Aino-Fraxinetum mandshuricae
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Fig．3．　Distribution　of　the　alder　swarnp　forest

　　　on　a　two－dimensional　scale　formed　by　the

　　altitude　and　distance　from　the　nearest

　　coastline．　Cornmunity　nurnbers　are　the

　　same　as　those　shown　in　Tab｝e　2．

Table　3．　Community　types　and　their　relations

　　　to　topography．

國

Toorah Com臓賊n辻　t　e

Meso・scale Detaile〔藍sca匡e 1　　2　　3　　4

　　　　　　Sand　dune
　　　　　　LagQQ口aロd　pondA1亘uvia鼠Pla三n
　　　　　　Former　river　course
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＿豊．

．■．．．一．．工．．＿

　　　…ゴ買

　　　1

堤防地帯，潟湖などハンノキ林の立地となり得る沖積低

地の原地形がよく残っており，その立地に対応した比較

的規模の大きなハンノキ林が残存しているためと考えら

れる。

　一方，もう一つの型であるハンノキーヤチダモ群集は，

海岸線から30Krn以上離れた内陸部で，妙高山と斑尾山

周辺における700～900mの高海抜地に発達する．この

地域は，長野県の黒姫山及び飯綱山を含めた妙高火山群

と呼ばれる地質的に新しい第四紀火山地域で，泥流堆積

物又は火砕流堆積物から形成された緩やかな山腹斜面を

下刻する河川の低水敷や谷底面の湿地にハンノキ林が発

達している．

　これらの立地の植生帯については，ヤブツバキクラス

域とブナクラス域との境界を新潟県上越生態研究会

（1972）は海抜約200m，瀬沼（i982）は寒さの指数12

（推定される海抜高度は290m）と推定していることか

ら，イボタノキーハンノキ群団に所属するクサヨシーハ

ンノキ群落カサスゲーハンノキ群落及びマルバゴマギ

ーハンノキ群落はヤブツバキクラス域の最上部，オオカ

サスゲーハンノキ群団に所属するハンノキーヤチダモ群

集はブナクラス域に位置するものと考えられる．
Mountains Gentle　slopes　on　the　mou皿ta三n負ank

WeL童aad

Tot盆1　number　ofstands 1　　4　　8　　3
Numbers　ofcommunity　types　are　shown　in　Tab星e　2 摘 要

2群に大別され，それらの分布は海抜高度と小地形に対

応した生育立地と対比されることが明らかになった

（Fig．3，　Tab．3）．クサヨシーハンノキ群落，カサス

ゲーハンノキ群落及びマルバゴマギーハンノキ群落は，

日本海の海岸線から約11Kmまでの，第四紀完新世の砂

丘，沖積層又は沖積段丘から成る沖積低地，及びその周

縁部の更新世の中位段丘から成る砂礫段丘を中心とする

約140m以下の低海抜地に分布する．それらの内，最も

海岸線に近いものは高田平野の日本海沿岸地帯に帯状に

広がる海岸砂丘に分布し，年聞を通じて立地の大半が冠

水する湛水地に発達するクサヨシーハンノキ群落であ

る．カサスゲーハンノキ群落及びマルバゴマギーハンノ

キ群落はその内陸側に分布する．カサスゲ一白ンノキ群

落は140m以下の低海抜地で，高田平野に点在する潟湖

や池沼の湖岸湿地，旧河道や砂礫段丘上の大きな凹状地

など，立地の一部が湛水する過湿地に発達する．マルバ

ゴマギーハンノキ群落は海抜約玉00m以下で，主に保倉

川，戸野四川など小河川の自然堤防，旧河道や砂礫段丘

の緩傾斜地に分布し，地下水位が低く乾燥気味の適湿地

に発達する．

　このように比較的狭い地域に3型のハンノキ林が発達

しているのは，本地域では大規模な宅地造成が少なく，

河川改修や圃場整備が遅れていたため，海岸砂丘，自然

1．新潟県南西部に位置する高田平野及びその周辺地域

　に発達するハンノキ湿地林について，植物社会学的な

手法による植生調査を行った．また，その種組成と立

地の比較により1群集及び3群落に区分し，以下に示

　す群落体系に位置づけた．

　ハンノキクラス

　　ハンノキオーダー

　　　イボタノキーハンノキ群団

　　　　クサヨシーハンノキ群落

　　　　カサスゲーハンノキ群落

　　　　マルバゴマギーハンノキ群落

　　　オオカサスゲーハンノキ群団

　　　　ハンノキーヤチダモ群集

2．これらの群落の分布は，海抜高度と小地形に対応し

　た生育立地と対比された．

3．クサヨシーハンノキ群落は海岸砂丘，カサスゲ一蹴

　ンノキ群落は主に潟湖や池沼の湖岸湿地と旧河道，そ

　してマルバゴマギーハンノキ群落は主に自然堤防や旧

河道に発達する．これらの群落は沖積低地である高田

平野及びその周縁の洪積台地で，約140m以下の低海

抜地に分布する．植生帯からはやブツバキクラス域に

位置する．

4．ハンノキーヤチダモ群集は第四紀妙高火山と斑尾火
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山周辺の山腹緩斜面や谷底平野の湿地で，海抜約700

～900mの山地に発達する．植生帯からはブナクラス

域に位置する．
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